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御笠まちづくり協議会とは

地域づくりを進めるため、コミュニティに分かれ、

地域住民で運営されている協議会のこと。





•

•

•



＜流量調査＞



＜最大流量及び最小流量＞



★総落差 13.3m

★管路損失 1.0m

↓
★有効落差(m)

13.3(m)-1.0(m)＝12.3(m)







＜第1回会議＞

「地域が行う」からこそ、単なる発電事業で終わらせない！

①「香園」ならではのプロジェクトを！

②小字は花園！？

③「森の中のアトリエ」を目指して・・・



＜香園住民を対象としたワークショップ＞

＜テーマ＞
・小水力発電に期待すること
・不安なこと

将来への不安が大きく現れ、
具体的なビジョンが思い描け
ないことが原因と考えられた。



＜第２回会議＞

「まちづくり」と「コミュニティビジネス」はどうつながる？

①御笠コミュニティの現状と課題は何か？

②コミュニティビジネスの具体例

③目指す未来像は？



コミュニティビジネスとは

市民が主体となって、

地域が抱える課題を

ビジネスの手法により解決する事業

御笠コミュニティは何を課題と考えるのか？



＜コミュニティのワークショップ＞

地域の課題は「高齢化」

という共通認識。

しかし、

御笠コミュニティは広い。

各地域が抱える課題を

解決することはできるのか。



＜第３回会議＞

小水力発電が地域福祉！？

①「共に生き、支えあう社会」を実現するためのコミュニティ

ビジネス

②売電モデルか、自家消費モデルか



＜まちづくり協議会の方針策定会議＞

儲けの出る事業ではなく、魅力ある地域へ

→「住みよい 住みたい 住み続けたいまち 御笠」

水の流れのように、まずは上流で小水力発電を行い、

地域を活気付ける。

そこから、高齢化を解決するための事業につなげる。



＝9.8×流量(m3/s)×有効落差(m)×総合効率0.5

↓

＝9.8×0.07(㎥/s)×12.3(m)×0.5＝4.2(kW)



香園用水は農業用水のため、非灌漑期のみ発電を行う。
→発電に使用できるのは約９か月間（地元ヒアリングより）

4.2(kW)×24(時間)×270(日)＝27,216(kWh)

＜年間売電額(円)＞

22,874(kWh) × 34(円) ＝925,344(円)







御笠まちづくり協議会が組織する
プロジェクトチームにて、実行主体、
資金調達方法について検討中。




